
新潟市版 CAN-DO リスト（小学校） 

～手引き～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟市教育委員会 学校支援課 

新潟市小学校教育研究協議会（外国語部） 

新潟大学附属新潟小学校 

お手元に「新潟市版 CAN-DO リスト（小学校）」Excel データを

開きながらお読みください。 



１ CAN-DO リストとは 

学習指導要領に基づき，各校種の児童生徒に求められる英語力を達成するための目標  

（学習到達目標）を「言語を用いて何ができるか」という観点から，「CAN-DO リスト」 

の形で具体的に設定したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DO リスト」の形での学習到達度目標の 

       設定のための手引き：平成 25 年３月文部科学省中等教育局（一部抜粋）】 

 

２ 新潟市版 CAN-DO（小学校）リストとは 

平成 25 年に「各中・高等学校の外国語教育のおける『CAN-DO リスト』の形での 

学習到達目標設定のための手引き」（文部科学省）に基づき，中・高等学校は，既に作 

成及び活用していますが，学習指導要領改訂に伴い，大幅な修正が必要となり、小学校 

高学年では新たに作成、中・高等学校では年次進行での実施に併せて作成が必要となり 

ました。 

そこで，新潟市では既に作成されていた中・高等学校の CAN-DO リストの修正と小  

学校の年間評価計画例を基に，小・中・高等学校の一貫した教育が実施できるように， 

検討を重ねてきました。作成に際しては，新潟市教育委員会及び新潟市小学校教育研究 

協議会（外国語部），新潟大学附属新潟小学校の役員や担当者が，県内外の英語教育にか 

かわる多くの専門家よりご指導・ご助言をいただきながら，作成しました。 

 

学習到達目標 

〈学習到達目標の意味〉 

学習到達目標とは，各学校において，全ての生徒に求められる外国語能力を達成

するためのものである。その上で，目標を超えた伸長がみられる生徒も，習熟によ

り時間がかかる生徒も，学習意欲を維持できるような工夫が必要である。 

〈卒業時の学習到達目標の設定〉 

生徒の学習の状況や地域の実態等を踏まえた上で，卒業時の学習到達目標を，言

語を用いて「～することができる」という形で設定する。 

〈学年ごとの学習到達目標の設定〉 

卒業時の学習到達目標を達成するため，学習指導要領の外国語科及び外国語科の

各科目の目標に基づく学年ごとの目標について，４技能を用いて「～することがで

きる」の形（「CAN-DO リスト」の形）で設定する。 

 

〈「CAN-DO リスト」の形で学習到達目標を設定する目的〉 

○ 学習指導要領に基づき，外国語科の観点別学習状況の評価における「外国語表

現の能力」と「外国語理解の能力」について，生徒が身に付ける能力を各学校が明

確化し，主に教員が生徒の指導と評価の改善に活用する。 

○ 学習指導要領を踏まえた，「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」及び「書くこ 

と」の４技能を総合的に育成し，外国語によるコミュニケーション能力，相手の 

文化的，社会的背景を踏まえた上で自らの考えを適切に伝える能力並びに思考力・ 

判断力・表現力を養う指導につなげる。 

○ 生涯学習の観点から，教員が生徒と目標を共有することにより，言語習得に必 

要な自律的学習者として主体的に学習する態度・姿勢を生徒が身に付ける。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下は，添付の『新潟市版 CAN-DO（小学校）リスト』（Exce l）と一緒にご覧ください。 

３ 新潟市版 CAN-DO（小学校）リストの活用方法 

 (1) 新潟市版 CAN-DO（小学校）リストの特徴 

    学習到達度目標（CAN-DO Descriptor） 

    ※『【基本】小学校版 CAN-DO リスト』シート参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟市版 CAN-DO リスト（小学校）の特徴 

〇 学習到達目標の具体化・年間評価計画 

   学習到達目標を年間評価計画と連携させることで，評価との連動が円滑になる 

ように作成しました。本来，学習到達目標は汎用的な能力記述文を示すものなの 

ですが，小学校段階では，レベル差が小さく，抽象的になりやすい側面から，通 

常の学習到達目標をさらに細分化しました。 

〇 学びに向かう力・人間性 

   学びに向かう力・人間性については，汎用的な資質・能力との関連も考えまし 

た。小学校版では，特に支持的風土の醸成に関わる内容と連携させ，教科の枠を 

超えた育成を目指しました。 

〇 児童用 CAN-DO リストの連携 

   児童と学習到達目標を共有したり，児童と一緒につくったりするといった活用 

方法を考え，児童版 CAN-DO リストの連携を意識しました。 

学習到達目標（学年） 

 各学年で目指す学習到

達目標を示しました。 

学習到達目標(詳細) 

 学年の学習到達目

標を細分化し，レベ

ル別に示しました。 

学びに向かう力 

 「粘り強い取組

を行おうとする側

面」と「自ら学習

を調整しようとす

る側面」から学習

到達目標を考えま

した。 

人間性 

 支持的風土の

「傾聴・受容」

「支援」「自律」

と関連付けて作成

しました。 

大単元別 

 細分化した学習到

達目標は，教科書の

大単元ごとに作成し

ました。 



    自校化 

新潟市版 CAN-DO（小学校）リストは，あくまで作成例として示しているもの 

で，特に学習到達目標については，各学校の実態に合わせて，作成することが望 

ましいです。 

 

 

※『小学校版 CAN-DO リスト』のシート 

最上部のセル参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    年間指導計画との連動 

     新潟市版 CAN-DO リスト（小学校）は，既に示されている年間評価計画（案）

と連動させることができます。 

 

 

 

                   

               

 

 

 

 

 

 

 

                  ※『【５年】【６年】年間評価計画』シート参照 

 

 

 

 

 

 

 

自校化する際の留意点 

学習到達目標については，学びに向かう力・

人間性を除いて，上の３つの要素を含めて作成

しています（アルファベットの読む・書くは２

つの要素）。自校化する際は，CAN-DO リスト

の一番上にあるセルの要素を参考に，作成して

ください。 

CAN-DO リストの学習到達目標を具体化し

たり，評価項目の言葉にしたりして，評価がで

きるようにします。 

連動させる際の留意点 

 評価計画は，全てのセルを埋める必要はありません。４技能５領域×３資質・能力

＝15 項目を最低でも設定してください。 

 CAN-DO リストの学習到達目標（学び向かう力・人間性は除く）は，評価計画の

「思考・判断・表現」に相当します。「知識・技能」を設定する場合は，その要素を

抜き出して記述してください。 



    児童用 CAN-DO リストとの連動 

     CAN-DO リストを有効に活用できている実践報告でポイントとして挙げられ

ているのが，児童と情報を共有しながら進めることです。新潟市版 CAN-DO リス

ト（小学校）では，児童用の電子 CAN-DO リストを作成し，教師も児童も情報 

共有できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

                       ※【児童用】Ver.1 参照 

 

 

 

 

 

 

 

                                              ※【児童用】 ipad 用 Ver.2 参照  

 

 

 

 

 

 

 

 

    児童用 CAN-DO リストとの連動 

     中学校との円滑な接続を目指し，学習到達目標が接続するように考えました。

自校化する際は，『【参考】中学校 CAN-DO List 』もご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     (小学校版 CAN-DO リスト)     （中学校版 CAN-DO List） 

連動させる際の留意点 

 『【基本】小学校版 CAN-DO リスト』の学習到達度目標をそのまま提示しても児

童に分かりにくいものになり，有効な活用になりません。【児童用】を作成する際は，

児童の分かりやすい言葉に書き換えてください。 

※書き換え方については，次頁の「 (2) 新 潟 市 版 CAN-DO（ 小 学 校 ）リ ス ト 作 成 の 手

順 」 を ご 覧 く だ さ い 。  



 (2) 新潟市版 CAN-DO（小学校）リスト作成の手順 

    『【基本】小学校版 CAN-DO リスト』シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    『【５年】【６年】年間評価計画』シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに，学習到達目標を自校化しま

しょう！ 

セルの背景が黄色の部分が，学年の学

習到達目標です。白色のセルは，各学

年・Unit でレベル別に細分化したもの

です。 

学習到達目標の記述文は，受容技能（聞

く・読む）と発表〈発信〉技能（話す・

書く）の要件があるので，参考にして作

成しましょう。 

留意点 

 小学校は，中・高等学校と異なり，初歩的な段階なので，レベル差をつくるのが難

しいです。学校の実態に応じて，レベルを減らしたり，４技能・５領域の特性に合わ

せたりして，レベル数を工夫してつくっても構いません。また，記述文の要件もあく

まで参考として考えて作成してください。 

つぎに，CAN-DO リストを年間評価計

画と連動させよう！ 

CAN-DO リストの学習到達目標を基に，評価計画の項目を考えます。

例で示した項目は，昨年度・今年度に実践した方から修正・追加をして

もらいましたので，参考にしてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

    『【児童用】Ver.1・2』シート作成の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留意点 

 CAN-DO リストの学習到達目標と同様に全ての項目を設定する必要はありませ

ん。ただし，１年間で４技能５領域×３資質・能力＝15 項目は，確実に作成し，評価

するようにお願いします。 

 また，学習到達目標は，「思考・判断・表現」を基本とした記述文になっていま

す。「知識・技能」を作成する場合は，要素を取り出す等，工夫して作成してくださ

い。 

【児童用】は，CAN-DO リストを有効に活用するために，とても大切です。 

関係するシー

トは，３つで

す。文言が

【児童転記

用】から【児

童用】に反映

されるように

設定されてい

ます。 

具体的な作成方法は，【児童転記用】の上部に説明があるので確認してください。 



 

 

 

 

 

 

４ 【児童用】CAN-DO リストについて（電子版） 

 (1) 概要 

    【児童用】CAN-DO リストは，教師が単元導入時に児童と目標を共有したり，授 

業の振り返りで使ったり，教師の指導改善，児童の学習改善に活用するために作成 

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留意点 

 児童が見て理解できる文言で作成してください。また，レベル数を変更しても構い

ません。CAN-DO リストの学習到達目標や年間評価計画と連動させると，教師も児

童も目標の見通しや評価の規準が分かるので，有効に活用しましょう。 

※既に入力されている記述文・レベル数は，参考例ですので，ご活用ください。 

単元導入で，教師と児童と

で目標を共有したり，一緒

につくったりすることで，

単元の学習の見通しを立て

る際に活用できます。 

１単位時間ごとの振り返り

や単元終末の振り返りに活

用することで，児童自身が

学習したことを自覚するこ

とにも活用できます。 

２年間の学びを１枚にして，児童の達成度が視覚的に分かるように作

成しました。短冊が４技能５領域の学習到達目標，中央下の竹色の部

分が学びに向かう力・人間性の学習到達目標です。 

短冊は，指定の５色

でつくると願いごと

が叶うという言い伝

えに重ねて中央下の

白部分に書いた目標

達成に向けて取り組

ませます。短冊と竹

色のセルは，達成度

によって色が変わっ

ていく仕組みになっ

ています。 



 

 (2) 使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※配付について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは，短冊・竹色の部分（中央

下）を全て白の部分にします。 

※ただし，白の短冊は，達成するごとに白 

くなっていくので，灰色からスタートし 

ます。 

学年・学期等のはじめに配付し，

このシートの目的やねらいを説明

し，名前や小学校卒業までにどん

な姿になりたいのかを書きこませ

ます。 

児童には，【児童用転記用】と【児童用】のシート以外は，削除して

から配付すると良いです。また，その際，両シートを保護を掛けると

文言も固定できます。 

留意点 

 配付をする時は，エクセルファイルなので，Teams 等で配付すると活用しやすい

です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童転記用】で，

文言の始めにレベル

を書くと，上のよう

にレベルが分かるよ

うになります。 

セルをクリック（タッ

プ）すると，選択でき

るので，自己評価で達

成度を変えられます。 

達成度の選

択で，セル

の背景が変

わるので，

視覚的に分

かりやすく

なります。 

２年間をかけて，児童が目標に向け
て頑張れるように支援していきまし
ょう。 

時々，児童の自己評価の基準を確か

めましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あとがき 

 新潟市版 CAN-DO リスト（小学校）は，令和２年度より全面実施となっ

た小学校外国語科の新設に伴い，小学校で求められる目標を明確化し，小

中連携を促進するために，作成しました。  
 従来の外国語活動で育成してきたコミュニケーションの素地を生かしつ

つ，外国語科で求められるコミュニケーションを図る基礎となる資質・能

力の育成を具現する１つの手段として活用していただければ幸いです。  
 内容は，プロジェクト委員が，日々の実践の中で先生方にとってどうす

れば活用しやすくなるかを何度も検討を重ねたものです。本来の CAN-DO
リストの要件や主旨にオリジナルを加えたり，先生方が評価と連動関連付

けをしやすくできるように工夫したり，実際の授業でも使えるように新潟

市の「令和の授業づくり」を意識して児童用を作成したりしました。しか

し，新設されたばかりの教科ということもあり，完成時期においても情報

が日々更新されている状況です。 

 活用の際は，完成版として活用するのではなく，あくまでも案であり，

参考例であることを十分に理解した上で，ご活用いただければ幸いです。 

令和４年３月 

CAN-DO リストプロジェクト委員 

新潟市教育委員会        指導主事  茂木 智弘 

新潟市小学校教育研究協議会（外国語部） 

理事 新潟市立越前小学校   校 長   山田里恵子 

部長 新潟市立上山小学校   教 諭   鈴木 陽子 

研究推進部 

部長 新潟市立五十嵐小学校  教 諭   小杉 唯子 

   新潟市立白根小学校   教 諭   関川芙美香 

   新潟市立葛塚小学校   教 諭   平出 円子 

   新潟市立南中野山小学校 教 諭   中矢 尚平 

外国語専科教員 

   新潟市立亀田小学校   教 諭   神子田尚子 

新潟大学附属新潟小学校    教 諭   長谷川郁貴 


